
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長
（
近
江
鍛
工
社
長
）
　
　
坂
口
　
康
一
氏
に
聞
く

超
円
高
、
効
率
化
で
補
う
多
品
種
少
量
生
産
に
転
換

トップインタビュー

　
さ
か
ぐ
ち
・
こ
う
い
ち
　
大
学
卒
後
、
父
親
が
創
業
し
た
近
江

鍛
工
に
入
社
し

年

昭

取
締
役
。

年
社
長
。
滋
賀
経
済

産
業
協
会
会
長
な
ど
公
職
も
多
数
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

　
７
月
に
誕
生
し
た
滋
賀
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
初
代
会
長
は
、
近

江
鍛
工

大
津
市
、
０
７
７
・

５
４
５
・
３
２
８
１

の
坂
口

康
一
社
長
が
務
め
る
。
同
社
は

金
属
リ
ン
グ
の
鍛
造
専
業
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。
直
径
数

の
小
型
か

ら
５

ク
ラ
ス
の
大
型
ま
で
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
幅
広
い
サ
イ

ズ
の
リ
ン
グ
を
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
顧
客
に
納
め
て
い
る
。
日

本
の
製
造
業
は
昔
か
ら
円
高
に

耐
え
て
き
た
」
と
説
く
坂
口
社

長
に
経
営
姿
勢
を
聞
い
た
。

京
都
支
局
長
・
田
井
茂

◇

　
―
超
円
高
で
製
造
業
は
苦
境

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
海
外
と
の
競
争
が
苦
し
い

だ
け
で
な
く
、
国
内
で
も
韓
国

や
中
国
の
ラ
イ
バ
ル
が
ひ
た
ひ

た
と
迫
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

１

１
０
０
円
を
突
破
し
た

時
も
大
変
だ
と
言
い
な
が
ら
乗

り
切
っ
て
き
た
。
日
本
人
に
は

底
知
れ
な
い
対
応
能
力
が
あ

る
」

　
―
近
江
鍛
工
で
は
ど
の
よ
う

に
克
服
し
て
き
た
の
で
す
か
。

　
「
経
営
者
か
ら
従
業
員
ま
で

心
を
一
つ
に
結
束
し
て
き
た
。

従
業
員
に
は

１

１
０
０
円

な
ら
ば
、
１
万

で
１
０
０
万

円
の
仕
事
だ
が
、

円
に
な
れ

ば
、

万
円
し
か
も
ら
え
な

い

と
常
に
言
い
聞
か
せ
て
い

る
。
目
減
り
は
効
率
化
で
補
う

し
か
な
い
。
人
手
で
作
業
し
て

い
た
工
程
は
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で

自
動
化
し
た
り
、
工
作
機
械
も

一
人
で
３
、
４
台
を
ボ
タ
ン
一

つ
で
操
作
し
た
り
と
省
力
化
し

た
。
多
品
種
少
量
生
産
に
転

じ
、
多
様
な
仕
事
を
取
れ
る
生

産
体
制
に
転
換
も
し
て
き
た
」

　
―
中
小
企
業
は
人
材
の
確
保

も
苦
労
す
る
の
で
は
。

　
「
鍛
造
は
熱
や
騒
音
が
伴

い
、
き
つ
い
仕
事
だ
。
し
か

し
、
当
社
は
毎
年
約

人
の
新

卒
者
を
採
用
し
、
平
均
年
齢
も

代
半
ば
と
若
い
。
若
手
の
定

着
率
も
高
い
の
で
、
出
身
校
は

安
心
し
て
ま
た
卒
業
生
を
紹
介

し
て
く
れ
る
。
現
場
教
育
で
は

若
手
の
思
い
を
よ
く
聞
き
、
頭

ご
な
し
に
は
指
導
し
な
い
。
省

力
設
備
や
簡
易
ロ
ボ
ッ
ト
で
作

業
も
平
準
化
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
、
昔
の
よ
う
に
年
数

を
か
け
て
職
人
を
育
て
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
」

　
―
働
く
意
欲
は
ど
の
よ
う
に

高
め
て
い
ま
す
か
。

　
「
鍛
造
品
は
目
立
た
な
い

が
、
機
械
の
部
品
と
し
て
広
く

役
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
完
成

品
を
撮
影
し
て
パ
ネ
ル
展
示

し
、
重
要
性
を
感
じ
さ
せ
て
い

る
。
数
人
の
作
業
が
多
い
か

ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
大
切
。

野
球
や
詩
吟
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活

動
で
、
親
睦
も
深
め
合
っ
て
い

る
」

　
―
人
を
大
切
に
す
る
経
営
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

に
仕
事
が
半
分
に
減
っ
た
同
業

者
も
い
た
。
し
か
し
、
当
社
は

顧
客
を
多
様
化
し
た
か
ら

―

％
の
減
少
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
、
今
は
リ
ー
マ
ン
前
の

水
準
近
く
に
戻
っ
た
。
人
員
削

減
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
実
施
せ

ず
、
従
業
員
は
２
６
８
人
で
今

が
最
も
多
い
」

電気少年を原点に工藤電機・工藤治夫会長�

工
藤
電
機
創
業
期
の
工
藤
会
長

昭
和

年
ご
ろ

　
１
９
５
６
年

昭

に
会
社
の
前

身
と
な
る
「
工
藤
電
機
商
会
」
を
設
立

し
て
か
ら

年
が
過
ぎ
た
。
こ
れ
ま

で
、
「
世
の
中
に
な
い
モ
ノ
づ
く
り
を

す
る
」
と
い
う
視
点
を
一
貫

し
て
持
ち
続
け
、
主
力
事
業

の
電
源
装
置
の
ほ
か
、
大
学

の
研
究
室
向
け
の
特
殊
な
実

験
装
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

製
品
開
発
を
手
が
け
て
き

た
。
そ
の
原
点
は

電
気
少

年

だ
っ
た
少
年
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
。

　

年
に
新
潟
で
生
ま
れ
東

京
で
育
っ
た
私
は
、
戦
時
中

の

年
に
宮
城
県
に
疎
開
し

て
き
た
。
当
時
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
と
話
す
言
葉
が
違

う
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
、
い

じ
め
を
受
け
た
。
こ
の
時

に
、
「
周
り
の
み
ん
な
と
同

じ
で
な
く
、
違
う
こ
と
を
し

た
い
」
と
い
う
考
え
を
持
っ

た
こ
と
が
私
の
根
っ
こ
に
あ
る
よ
う
に

思
う
。

　
少
年
時
代
、
「
他
人
と
違
う
こ
と
」

と
し
て
興
味
を
持
っ
た
の
が
鉱
石
ラ
ジ

オ
だ
っ
た
。
終
戦
後
の
モ
ノ
の
な
い
時

代
だ
っ
た
が
、

子
供
の
科
学

と
い

う
雑
誌
を
読
み
、
材
料
を
探
し
集
め
て

ラ
ジ
オ
作
り
に
熱
中
し
た
。
小
学
校
で

は
い
じ
め
を
受
け
て
い
た
が
、
担
任
の

佐
藤
銀
一
先
生
は
私
の
個
性
を
認
め
て

く
れ
た
。
先
生
に
「
お
も
し
ろ
い
こ
と

を
や
っ
て
い
る
な
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
、
ラ
ジ
オ
作
り
に
の
め
り
込
む
動
機

付
け
に
も
な
っ
た
。

　
中
学
卒
業
後
は
地
元
の
ラ
ジ
オ
店
で

働
き
な
が
ら
定
時
制
の
高
校

に
通
っ
た
。
そ
の
ラ
ジ
オ
店

を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
佐

藤
先
生
だ
っ
た
。
当
時
の
ラ

ジ
オ
店
と
い
う
の
は
、
メ
ー

カ
ー
が
作
る
完
成
品
の
ほ
か

に
、
手
作
り
の
ラ
ジ
オ
を
販

売
し
て
い
た
。
完
成
品
は
高

価
だ
っ
た
た
め
、
真
空
管
や

ト
ラ
ン
ス
な
ど
の
部
品
を
集

め
、
店
の
技
術
者
が
組
み
立

て
て
い
た
。
私
も
ラ
ジ
オ
作

り
の
技
師
と
し
て
働
き
、

「
工
藤
の
作
る
ラ
ジ
オ
は
感

度
が
良
い
」
な
ど
と
評
価
も

得
た
。

　
高
校
を
卒
業
後
も
し
ば
ら

く
は
ラ
ジ
オ
店
で
働
い
て
い

た
が
、
家
電
製
品
の
市
場
拡

大
に
伴
い
、
徐
々
に
メ
ー
カ
ー
の
完
成

品
を
売
る
こ
と
が
業
務
の
大
半
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
他
人
の
作
っ
た

モ
ノ
の
後
始
末
を
す
る

だ
け
で
は
つ
ま
ら
な

い
」
。
こ
う
考
え
た
私

は
店
を
辞
め
、

年
に

個
人
商
店
を
創
業
。
創

業
時
は

歳
だ
っ
た
。

　
創
業
は
し
た
も
の

の
、
最
初
は
町
の
電
気

店
と
し
て
電
球
や
乾
電

池
、
蛍
光
管
な
ど
を
売

る
だ
け
だ
っ
た
。
東
北

大
学
の
研
究
者
と
出
会

い
、
実
験
装
置
の
製
作

な
ど
今
日
に
結
び
つ
く

仕
事
を
始
め
た
の
は
、

創
業
か
ら
２
、
３
年
後

で
あ
る
。

全
３
回

仙
台
市
太
白
区

金
型
、
新
素
材
で
長
寿
命
山
形
片
桐
製
作
所

　片桐製作所（山形県上山市、片桐
鉄哉社長、 ）は金型の
外販に力を入れる。通常の超硬合金
より硬く折れにくい独自開発の新素
材を使うのが特徴だ。同社は冷間鍛
造プレスによる自動車部品加工が主
力。金型のほとんどを内製化してお
り、 年に新素材による各種鍛造
金型（写真）の外販を始めた。
　金型向け新素材は、カーボン、窒
化チタンなどを配合し焼結条件の工
夫によってさまざまな特性を発揮す
る合金。超微粒子合金、耐摩耗、耐
衝撃の３タイプを用意し、新素材単
体でも販売する。金型の長寿命化を
狙う新素材は、外販する前から自社
の実成形で実績があった。「素材か
ら金型まで手がけられるのが強み」
（片桐社長）だ。
　金型の外販は自動車関連はじめ半
導体関連、船舶関連など顧客が広が
りつつある。展示会などを利用して

新規顧客の開拓を進める。最近では
東京・有明で開かれた「ＭＦ―Ｔｏ
ｋｙｏ 　プレス・板金・フォー
ミング展」に出展した。同展では北
関東や関西方面の来場者から新たな
手応えを得た。新素材単体の販売
は、量産部品を手がける顧客の開拓
がテーマになっている。金型の外販
事業は本社近郊の同社Ｆ 棟工場
山形市 が担当。超砥粒 とりゅう
工具課に営業係を設置して新素材に
よる金型を日々売り込んでいる。

春
の
藍
綬
褒
章
を
受
章
千
葉
北
原
防
災

　北原防災（千葉市中央区、
）の北原俊彦会長（写真中

央）が６月、今年の春の褒章で藍綬
褒章を受章した。防災設備の設計施
工業を営み、千葉県防災設備協会の
会長を３期務めるなど、約 年にわ
たって防災関連業務に従事してきた
功績が認められた。
　北原会長と防災業務との出会いは
年。北原防災の前身、北原防災

サービス社の創立に参加したのが始
まりだ。設備会社で技術者をした経
験をもとに、 年の消防設備士制度
発足前から多様な防災設備や防災サ
ービスを提供。北原会長は「創立当
時は防災業の概念がなく、いろんな
業界が防災設備を扱っていた。まと
めて扱えば、顧客に総合的な提案が
でき、防災業界も発展し、自分も発
展するという考えで働いてきた」と
振り返った。
　９月に千葉市内で開かれた受章記

念祝賀会で北原会長は「困難はあっ
たが、業界にいい仲間がいたから今
までこれた」とあいさつ。会社の発
展期に消防設備士制度ができ、制度
に後押しされたなどの幸運もあった
と強調。出会ってきた全員に感謝の
気持ちを表した。
　北原会長は今後も「総合防災業の
さらなる確立に向け尽力する」と業
界発展の担い手となり続けることを
誓った。今年 歳だが、バイクが趣
味という行動派。「まだまだ老いな
いよ」と笑顔で目を輝かせた。

１１－１２月の予定
　月

　
　◇４日（金）埼玉産業人クラブ
・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「学生
企業支援プログラム　第６回ビジネ
スプランコンテスト」第１部・表彰
式、第２部・記念講演　講師：三菱
自動車上級エキスパート・橋本昌憲
氏（埼玉県宮代町、日本工業大学）
　◇４日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
定時総会」（埼玉県春日部市、料理
工房つくし）
　◇８日（火）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「エゴグラム研
修」講師：サロン・ド・ソノリ社長
・中川裕美子氏（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞社さいたま総局）
　◇８日（火）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「親睦ゴルフ大
会」（埼玉県寄居町、森林公園ゴル
フ倶楽部）
　◇８日（火）東京産業人クラブ・
東東京マネジメント研究会「親睦ゴ
ルフ大会」（千葉県八千代市、中山
カントリークラブ）
　◇９日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：さいたま総研経営
継承事業部・長谷川勇氏（さいたま
市浦和区、日刊工業新聞社さいたま
総局）
　◇９日（水）― 日（木）大阪産
業人クラブ「鹿児島県産業視察」
（鹿児島市内など、有村屋本社工
場、さつま無双最新工場）
　◇ 日（金）栃木産業人クラブ
「日本機械学会栃木ブロックとの交
流会」（宇都宮市、ホテル東日本宇
都宮）
　◇ 日（月）茨城産業人クラブ・
経済討論会「工場長サミットー震災
後の茨城のモノづくり」モデレータ
ー：増田仁関東経済産業局地域経済
部長、パネリスト：塩原知道日立製
作所都市開発システム社水戸事業所
長、水谷努日立建機執行役常務生産
・調達統括本部長、吉岡栄司クボタ
筑波工場長、横山仁一茨城県商工労
働部長（水戸市、水戸京成ホテル）
　◇ 日（月）千葉産業人クラブ
「 産学官シンポジウム～復旧・
復興に生きる技術と支援～」（千葉
市中央区 三井ガーデンホテル千葉
　◇ 日（月）東京産業人クラブ・
東京産学交流会（サザンクロス）
「 年度定時理事会・総会」講
師：ティーケーアソシエイト会長・
津上健一氏（東京都大田区、三井ガ
ーデンホテル蒲田）
　◇ 日（木）首都圏産業人クラブ
・日刊工業新聞社「産学官シンポジ
ウム～新時代を築く若き挑戦者～」
（東京都千代田区、ホテルグランド
パレス）
　◇ 日（木）― 日（金）四国産
業人クラブ「工場見学会＆ゴルフ大
会」見学会：技研製作所、太平洋セ
メント、太陽、ゴルフ大会：黒潮カ

ントリークラブ（高知県芸西村）
　◇ 日（金）栃木産業人クラブ
「産学官情報交換会」（宇都宮市、
ホテル東日本宇都宮）
　◇ 日（金）首都圏産業人クラブ
「親睦ゴルフ大会」（神奈川県葉山
町、葉山国際カンツリー倶楽部）
　◇ 日（金）― 日（土）埼玉産
業人クラブ「ポラスグループ　ポラ
テック（株）滋賀工場視察会」（滋
賀県甲賀市）
　◇ 日（月）名古屋産業人クラ
ブ、岐阜産業人クラブ「トヨタ自動
車工場見学会」（愛知県豊田市）
　◇ 日（火）埼玉産業人クラブ
親睦ゴルフ大会 埼玉県狭山市 武
蔵カントリークラブ笹井コース
　◇ 日（金）千葉産業人クラブ
「秋季ゴルフコンペ」（千葉市若葉
区、袖ケ浦カンツリー倶楽部・新袖
コース）

　月
　◇６日（火）―７日（水）日本産
業人クラブ連合会・中小企業基盤整
備機構北海道支部「北海道・産業用
地視察研修会」（札幌市、夕張市、
美唄市、奈井江町、岩見沢市など）
　◇６日（火）神奈川産業人クラブ
「第 回親睦ゴルフ大会」（神奈川
県茅ケ崎市 湘南カントリークラブ
　◇６日（火）九州・山口産業人ク
ラブ「講演と忘年の会」演題：「九
州経済の動向と今後の展望」（仮
題）　講師：九州経済産業局長・滝
本徹氏（福岡市博多区、博多エクセ
ルホテル東急）
　◇７日（水）東京産業人クラブ女
性部会「 月例会」講師：日本総合
研究所理事長・寺島実郎氏（東京都
千代田区、ＫＫＲホテル東京）
　◇７日（水）名古屋産業人クラブ
女性部会「学習会＆年末懇談会」
（名古屋市中区 名古屋東急ホテル
　◇ 日（火）東京産業人クラブ
「鎌倉・建長寺　坐禅研修会」（神
奈川県鎌倉市、建長寺）
　◇ 日（火）東京産業人クラブ
「 年　忘年会」（東京都中央
区、銀座飛雁閣）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：さいたま総研もの
づくり事業部・間 正氏（さいたま
市浦和区、日刊工業新聞社さいたま
総局）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「第７回ビジ研
ゴルフ大会」（埼玉県上尾市・大宮
ゴルフコース）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「 望 年会」
（さいたま市大宮区、蕎麦茶屋　
桜）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
研究現場訪問シリーズ　平栗研究室
から学ぼう」（埼玉県宮代町・日本
工業大学）
　◇ 日（木）名古屋産業人クラブ
「第 回永井嘉吉記念賞選考委員
会」（名古屋市中村区、名鉄グラン
ドホテル）

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １１月４日 金曜日 　　

東
芝
首
都
圏
支
社
長

経
営
戦
略
な
ど
講
演

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は

月

日
、
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
の
日
刊
工
業

新
聞
社
さ
い
た

ま
総
局
で
分
科

会
を
開
い
た

写
真
。
東
芝

首
都
圏
支
社
の

田
尻
澄
夫
支
社

長
が
東
芝
の
経

営
戦
略
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し

た
。

　
田
尻
支
社
長

は
東
芝
の
沿
革

や
経
営
理
念
を

解
説
し
な
が

ら
、
力
を
注
い

で
い
る
社
会
イ

ン
フ
ラ
事
業
や
、
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
、
電

子
デ
バ
イ
ス
事
業
な
ど
の
戦

略
を
解
説
。
選
択
と
集
中
を

進
め
な
が
ら
、
今
後
も
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と

述
べ
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し

て
、
人
材
の
多
様
化
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
」
な
ど

の
質
問
が
出
た
。

　
同
会
終
了
後
は
懇
親
会
を

開
き
、
田
尻
支
社
長
に
個
別

質
問
し
た
り
、
参
加
者
同
士

近
況
を
報
告
し
た
り
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
会
は
幕
を
閉
じ

た
。

第
８
回
ゴ
ル
フ
大
会

福
田
氏
が
優
勝

茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

柳

生
修
会
長

コ
ロ
ナ
電
気
社

長

は

月

日
、
日
本
ゴ

ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
「
宍
戸

ヒ
ル
ズ
カ
ッ
プ
」
の
開
催
コ

ー
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
茨
城

県
笠
間
市
の
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第
８
回

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
天
の
中
、
参

加
者

人
は
足
場
と
衣
服
の

ぬ
れ
を
気
に
し
な
が
ら
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
競
っ

た
。

　
優
勝
は
ネ
ッ
ト

・
４

グ
ロ
ス

の
好
ス
コ
ア

で
野
村
証
券
水
戸
支
店
の
福

田
和
之
支
店
長

写
真

左

。

　
福
田
氏
は
「
茨
城
県
に
は

す
ば
ら
し
い
ゴ
ル
フ
場
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
半
年
く
ら
い

で
ス
コ
ア
が

く

ら
い
上
が
っ
た
」

と
喜
び
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。
参
加
者

か
ら
「
こ
の
雨
で

こ
の
ス
コ
ア
は
す

ご
い
」
と
感
嘆
の

声
も
上
が
っ
た
。

　
準
優
勝
は
福
田

支
店
長
と
同
じ
組

の
広
木
精
機
製
作

所

茨
城
県
常
陸

太
田
市

の
廣
木

康
則
社
長
だ
っ

た
。

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

見
学
会
に

人
参
加

九
州
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は

月

日

に
、
長
崎
市
の
三
菱
重
工
業

長
崎
造
船
所
を
見
学
し
た

写
真

。
１
８
５
７
年
に

設
立
さ
れ
た
徳
川
幕
府
の

長
崎
鎔
鉄
所
を
前
身
と
す

る
本
工
場
内
の
タ
ー
ビ
ン
製

造
工
程
と
同
社
の
歴
史
を
物

語
る
さ
ま
ざ
ま
な
品
を
展
示

し
た
史
料
館
を
訪
問
。
参
加

し
た

人
は
重
工
業
の
す
ご

さ
や
歴
史
の
重
み
に
感
嘆
の

声
を
上
げ
た
。

　
タ
ー
ビ
ン
工
場
で
は
出
力

１
０
０
万

の
大
型
事
業

用
の
巨
大
な
タ
ー
ビ
ン
を
は

じ
め
地
熱
発
電
用
や
船
舶
用

な
ど
の
タ
ー
ビ
ン
を
目
の
当

た
り
に
し
、
重
工
業
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
た
。
史
料
館
で

は
日
本
最
古
の
工
作
機
械

や
、
わ
が
国
最
初
の
国
産
陸

用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

な
ど
、
日
本
の
重

工
業
の
歴
史
そ
の

も
の
と
も
い
え
る

貴
重
な
品
々
に
目

を
奪
わ
れ
た
。

　
参
加
者
の
一
人

は
「
日
本
を
支
え

て
き
た
モ
ノ
づ
く

り
の
原
点
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き

た
」
と
興
奮
し
た

様
子
で
語
っ
て
い

た
。

谷
地
田
会
長
が
優
勝

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

谷

地
田
茂
明
会
長

ヤ
チ
ダ
社

長

は

月

日
、
新
潟
県

胎
内
市
の
日
本
海
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
「
秋
季
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
開

い
た
。
心
地
よ

い
快
晴
の
下
、

プ
レ
ー
を
楽
し

ん
だ
。
結
果
は

谷
地
田
会
長

写
真
左
か
ら

２
人
目

が
、

グ
ロ
ス
１
０
０

で
優
勝
し
た
。

準
優
勝
は
双
峰

通
信
工
業
の
樋

口
正
仁
社
長
が

獲
得
し
た
。

企
業
の
危
機
管
理

考
え
る
セ
ミ
開
く

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

月

日
、
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
の
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
企
業
の
危
機
管

理
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
た
写
真
。

　
前
半
は
埼
玉
県
技
術
士
会

の
黒
田
岳
夫
副
会
長
が
、
事

業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

の

策
定
法
や
勘
所
を
説
明
。
後

半
は
埼
玉
県
経
営
士
会
の
豊

田
賢
治
経
営
士
が
埼
玉
産
業

人
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象
に
し

た
危
機
管
理
対
策
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
結
果
を
報
告
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
し
て
い
る
会

員
も
あ
り
、
各
社
独
自
の
対

策
法
を
紹
介
し
な
が
ら
、
豊

田
氏
は
「
ぜ
ひ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
導

入
す
る
上
で
参
考
に
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
新
建
新
聞
社
の
中

澤
幸
介
「
リ
ス
ク
対
策
・
Ｃ

Ｏ
Ｍ
」
編
集
長
が
、
東
日
本

大
震
災
の
被

災
企
業
が
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
ど
う

運
用
し
た
か

を
解
説
。

「
日
ご
ろ
か

ら
、
取
引
先

や
従
業
員
と

情
報
共
有
す

る
こ
と
が
カ

ギ
に
な
る
」

な
ど
と
述
べ

た
。
参
加
者

は
熱
心
に
講

演
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

埼
玉
富
士
を
見
学

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は

月

日
、
埼
玉

富
士

埼
玉
県
秩
父
市
、
堤

繁
社
長

の
工
場
を
見
学
し

た

写
真

。
会
員
、
大
学

関
係
者
ら

人
が
参
加
し

た
。

　
冒
頭
、
平
山
佳
正
埼
玉
富

士
専
務
が
「
部

品
下
請
け
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た

当
社
だ
が
、
今

で
は
３
割
が
装

置
関
連
の
売
り

上
げ
。
新
た
な

販
売
拠
点
の
開

設
や
海
外
生
産

拠
点
設
立
を
目

指
す
当
社
の
今

を
見
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
続
く
会
社
概

要
の
説
明
で

は
、
一
般
的
な
５
Ｓ

整

理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、

躾

に
「
す
ぐ
や
る
」
の

し
つ
け

１
Ｓ
を
加
え
た
独
自
の
６
Ｓ

活
動
を
紹
介
。
こ
こ
５
年
間

で
進
め
て
き
た
「
社
内
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
可
視
化

Ｖ

Ｍ

」
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
。
生
産
性
の
向
上
な
ど
に

お
け
る
成
果
を
具
体
的
な
数

字
を
交
え
て
解
説
し
た
。

　
工
場
見
学
は
２
班
に
分
か

れ
て
、
総
務
、
生
産
管
理
、

検
査
部
門
、
電
子
機
器
組
み

立
て
ラ
イ
ン
に
お
け
る
Ｖ
Ｍ

の
実
際
を
見
学
。
同
社
の
日

常
的
な
行
動
規
範
で
あ
る
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

計

画

、
Ｄ
ｏ

実
行

、
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

評
価

、
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

改
善

な
ど

に
よ
る
改
善
例
を
詳
し
く
学

ん
だ
。

会
員
交
流
目
的
に

工
場
見
学
会
実
施

多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ

臼

井
努
会
長

京
西
テ
ク
ノ
ス

社
長

は

月

日
、
会
員

相
互
の
理
解
と
交
流
を
目
的

に
都
内
の
工
場
見
学
会
を
実

施
し
た
。

　
機
械
刃
物
大
手
の
ト
ラ
イ

ヤ
ー
ン

東
大
和
市

は
年

代
物
の
旋
盤
や
研
磨
機
が
今

も
現
役
で
、
厳
し
い
精
度

の
要
求
に
熟
練
技
術
者
の
技

で
応
え
る
。
大
型
の
真
空
炉

や
電
気
炉
も
あ
り
、
「
当
社

の
強
み
で
あ
る
耐
久
性
を
生

み
出
し
て
い
る
」

田
井
洋

雄
専
務

。

　
東
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ビ
ー
ム

羽
村
工
場

羽
村
市

で
は

１
億
円
超
の
高
価
な
電
子
ビ

ー
ム
装
置
が
あ
る
一
方
、

「
大
手
か
ら
安
く
購
入
し
て

改
造
し
た
」

上
野
邦
香
副

社
長

装
置
も
使
う
。
技
術

の
目
利
き
や
、
創
意
工
夫
が

随
所
に
見
ら
れ
た

写

真

。

　
ほ
ぼ
隣
に
位
置
す
る
の
が

塩
野
製
作
所

羽
村
市
。主

力
の
航
空
・
宇
宙
分
野
の
部

品
の
う
ち
、
高
精
度
な
複
雑

形
状
の
チ
タ
ン
製
人
工
衛
星

部
品
を
手
渡
さ

れ
た
会
員
は

「
超
ハ
イ
ス
ペ

ッ
ク

軽
い
」

と
一
同
驚
き
。

「
ま
ね
で
き
な

い
が
、
参
考
に

な
っ
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ

た
。そ
の
後
、石

川
酒
造

福
生

市

の
和
食
の

店
雑
蔵
で
旬

の
酒
と
さ
か
な

を
味
わ
い
懇
親

を
深
め
た
。


